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2020年（令和２年）２月　王寺町議会だより　第132号 本会議トピックス

【令和元年　第４回（１２月）定例会】
会　期　令和元年１２月５日～１２日（８日間）

議会の委任による専決処分事項の報告（１件）・選挙（１件）・
補正予算（３件）・条例制定（３件）・条例改正（３件）・
組合規約の変更（１件）・変更契約議決（１件）　　　計１３件

　

３
月
14
日
に
議
会
議
決

し
、
㈱
中
川
組
と
締
結
さ

れ
た
本
契
約
に
つ
い
て
、

「
町
長
の
専
決
処
分
事
項
の

指
定
に
つ
い
て
」
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
10
月
16

日
に
専
決
処
分
に
よ
り
変

【
変
更
契
約
金
額
】

　

当
初
契
約
金
額
（
１
億
４

千
９
０
４
万
円
）
に
３
０
８

万
１
千
１
０
０
円
を
増
額

し
、
変
更
後
の
契
約
金
額
を

１
億
５
千
２
１
２
万
１
千

１
０
０
円
と
す
る
も
の
。

　

王
寺
町
選
挙
管
理
委
員

会
の
委
員
及
び
補
充
員
の

任
期
が
12
月
28
日
に
満
了

と
な
る
た
め
、
地
方
自
治

法
第
１
８
２
条
第
１
項
及

び
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
選

挙
を
行
い
、
議
長
の
指
名
推

薦
に
よ
り
左
記
の
方
々
を
当

選
人
に
決
定
。

【
委 

員
】
４
名

　

清
水 

稔
夫 

氏

　

尾
仲 

孝
允 

氏

　

古
賀 

秀
孝 

氏

　

池
田 

芳
憲 

氏 

【
補
充
員
】
４
名

　

第
１
順
位

　
　

山
本 

照
美 

氏

　

第
２
順
位

　
　

池
島 
正
典 

氏

　

第
３
順
位

　
　

清
原 

生
雄 
氏

　

第
４
順
位

　
　

吉
川 

孝
文 

氏

　

組
合
が
共
同
処
理
す
る

事
務
の
う
ち
、「
し
尿
運
搬

業
務
」
に
つ
い
て
、
組
合
構

成
４
市
４
町
の
う
ち
御
所

市
に
お
い
て
、
４
月
１
日
か

ら
同
業
務
を
単
独
で
行
う

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

組
合
が
共
同
処
理
す
る
事

務
及
び
共
同
処
理
す
る
市

町
の
区
分
を
明
確
に
す
る
た

め
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。
ま
た
、
分
担
金
の
区
分

に
「
し
尿
運
搬
に
関
す
る
経

費
」
を
新
た
に
追
加
す
る
も

の
。
こ
れ
に
よ
る
本
町
の
分

担
金
額
に
影
響
は
な
い
。

　

６
月
14
日
に
議
会
議
決

し
、
大
日
本
土
木
㈱
奈
良

営
業
所
と
締
結
さ
れ
た
契

約
を
変
更
す
る
も
の
。

【
変
更
理
由
】

①
10
月
１
日
の
消
費
税
法

等
の
改
正
に
よ
る
も
の

②
造
成
工
事
の
残
土
処
分

地
の
変
更
に
よ
る
も
の
（
当

初
、
川
西
町
と
の
公
共
工
事

間
流
用
に
よ
り
残
土
処
分

す
る
予
定
が
当
該
事
業
に

遅
延
が
生
じ
事
業
地
内
へ
直

接
搬
入
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
仮
置
場
と
し
て
奈

良
県
第
２
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ

の
搬
入
に
変
更
と
な
っ
た
。）

③
粉
じ
ん
対
策
と
し
て
タ
イ

ヤ
洗
浄
機
の
設
置
や
散
水

作
業
が
必
要
と
な
っ
た
も
の

④
伐
木
・
伐
竹
の
処
分
量

確
定
に
よ
る
も
の

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

〈
５
案
件
〉

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

●
王
寺
町
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

●
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定

●
王
寺
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
等
に
関
す
る
条
例
及

び
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会
】

〈
３
案
件
〉

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
西
和
地
域
病
児
保
育
室
設

置
条
例
の
制
定

【
奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会

主
催
議
員
研
修
会
】

〇
開
催
日

11
月
７
日

〇
研
修
内
容

講
演
会

〇
講　

師

竹
田 

恒
泰
氏

〇
演　

題

平
成
か
ら
令
和
へ
～
新

た
な
時
代
を
迎
え
て
～

泉
の
広
場
公
民
館
・

体
育
館
・
町
営
プ
ー
ル

解
体
工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

【
報
告
受
理
】

王
寺
町
選
挙
管
理
委
員

会
の
委
員
及
び
補
充
員

の
選
挙
に
つ
い
て

【
指
名
推
薦
】

奈
良
県
葛
城
地
区
清
掃

事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

【
仮
称
】
王
寺
義
務
教

育
学
校
（
北
）
一
次
造

成
工
事
請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て【

原
案
可
決
】

組
合
規
約
の
変
更

変
更
契
約
議
決

選

挙　

議
会
の
委
任
に
よ
る

専
決
処
分
事
項
の
報
告

12月
定例会

議会の権限に属する軽易な事項で、議
会がその議決によって、特別に指定した
ものは、町長が処分できる（地方自治法
第180条）。特別に指定したものとは、
本町の規定である「町長の専決処分事
項の指定について」で指定されており、
今回のケースは、第１項「議会の議決を
経て締結した契約につき、急を要する場
合で増減する金額が当初請負金額の
100分の5に相当する金額(その金額が
1,000万円を超えるときは1,000万円)
を超えない変更契約を1回に限り締結す
ること。」に該当します。

本
会
議（
12
月
５
日
）

委
員
会
付
託
案
件

閉
会
中
の
報
告

議会の委任による専決処分とは？
【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

（
第
５
回
委
員
会
）

　

11
月
28
日
に
開
催
し
、

「
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
の
導
入
」
等
に
つ
い
て

協
議
。議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
を
、
令
和
２
年
第

３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）

か
ら
導
入
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
い
く
こ
と
、
中
継

は
議
場
で
行
わ
れ
る
本
会

議
で
、「
ラ
イ
ブ
中
継
」
と

録
画
中
継
」
と
す
る
こ
と

に
決
定
。
今
後
、
詳
細
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
る
。

【
義
務
教
育
学
校
の
設
置
検

討
調
査
研
究
特
別
委
員
会
】

本
会
議（
12
月
12
日
）

更
契
約
を
締
結
さ
れ
た
こ

と
の
報
告
を
受
理
。

【
変
更
理
由
】

　

工
事
着
手
後
、町
営
プ
ー

ル
北
側
に
隣
接
す
る
農
業

用
水
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
側

溝
の
改
修
や
敷
地
外
周
柵

設
置
の
た
め
。

（
委
員
会
視
察
）

　

10
月
15
日
に
大
阪
府
東

大
阪
市
立
義
務
教
育
学
校

く
す
は
縄
手
南
校
の
視
察

報
告
。

（
第
３
回
委
員
会
）

　

10
月
18
日
に
開
催
し
、

担
当
者
か
ら
各
Ｐ
Ｔ
の
進

捗
状
況
の
説
明
を
受
け
る
。

「
学
び
の
道
し
る
べ
」
の
作

成
に
向
け
た
、
町
立
幼
稚

園
・
小
中
学
校
教
職
員
合

同
研
修
会
の
実
施
、「
小
学

校
英
語
専
科
教
員
加
配
」

制
度
を
活
用
し
た
英
検
準

１
級
以
上
の
資
格
を
持
つ

中
学
校
英
語
教
員
の
小
学

校
高
学
年
へ
の
乗
り
入
れ

授
業
の
実
施
、
小
中
学
校

教
職
員
を
対
象
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
研
修
の
実

施
、
制
服
・
標
準
服
等
に

関
す
る
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
、【
仮
称
】
王
寺

義
務
教
育
学
校
（
南
）
改

修
計
画
方
針
（
案
）
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。

（
第
４
回
委
員
会
）

　

12
月
２
日
に
開
催
し
、

担
当
者
か
ら
各
Ｐ
Ｔ
の
進

捗
状
況
の
説
明
を
受
け
る
。

各
教
科
等
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
案
）
の
素
案
が
で
き
、
今

後
、
２
月
の
推
進
委
員
会

で
提
案
し
、
最
終
は
、
県

教
委
等
の
指
導
・
助
言
を

受
け
完
成
す
る
。ま
た
、「
小

学
校
英
語
専
科
教
員
」
に

よ
る
乗
り
入
れ
授
業
に
つ

い
て
、
児
童
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
等
に
よ
り
中
間
報

告
を
受
け
る
。
ま
た
、
制

服
・
標
準
服
等
に
関
す
る

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
、
北
・
南
校
区

と
も
、
９
年
統
一
の
ブ
レ

ザ
ー
と
す
る
こ
と
や
価
格

は
５
万
円
以
下
と
す
る
こ

と
等
、
制
服
・
標
準
服
等

の
方
向
性
（
案
）
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
る
。
今
後
、

制
服
メ
ー
カ
ー
を
公
募
し
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

制
服
展
示
会
を
経
て
、
保

護
者
や
児
童
生
徒
の
意
見

を
聴
き
、
総
合
的
に
判
断

し
な
が
ら
メ
ー
カ
ー
を
決

定
す
る
。
ま
た
、
校
名
の

選
定
方
法
と
し
て
、
児
童

生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
、

卒
業
生
、
王
寺
町
在
住
者

等
に
校
名
案
の
ア
イ
デ
ア

を
広
く
募
集
し
、
総
務
Ｐ

Ｔ
で
５
案
程
度
選
考
、
２

月
の
推
進
委
員
会
で
最
終

案
を
選
定
し
、「
学
校
設
置

条
例
等
の
改
正
案
」
が
議

会
議
決
後
、
最
終
決
定
と

な
る
。
ま
た
、【
仮
称
】
王

寺
義
務
教
育
学
校
（
南
）

改
修
計
画
方
針
に
基
づ
き
、

検
討
中
の
増
築
棟
や
Ｅ
Ｖ

棟
の
新
築
等
、
王
寺
南
小

学
校
、
王
寺
南
中
学
校
の

各
教
室
配
置
の
説
明
を
受

け
、
今
後
は
、
こ
の
教
室

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、

本
条
例
が
準
拠
し
て
い
る

王
寺
町
印
鑑
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
【 

原
案
可
決 

】

追
加
議
案

配
置
を
基
に
基
本
設
計
、

実
施
設
計
を
進
め
な
が
ら
、

改
修
計
画
を
具
体
化
し
て

い
く
と
説
明
を
受
け
る
。

〔
変
更
契
約
金
額
〕

当
初
契
約
金
額
（
３
億
６
千

１
８
０
万
円
）
に
５
千
２
３

９
万
４
千
円
を
増
額
し
、

変
更
後
の
契
約
金
額
を

４
億
１
千
４
１
９
万
４
千
円

と
す
る
も
の
。

総
務
省
発
出
の
「
印
鑑
登

録
証
明
事
務
処
理
要
領
」

に
お
い
て
成
年
被
後
見
人

の
欠
格
事
項
の
見
直
し
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改

正
で
登
録
資
格
を
定
め
た

条
文
を
改
正
す
る
も
の
。

〔
施
行
期
日
〕

令
和
元
年
12
月
14
日
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2020年（令和２年）２月　王寺町議会だより　第132号 臨時会トピックス

臨
時
会（
1
月
23
日
）

【第４回定例会】議決結果（1２月5日・1２日）

【第１回臨時会】議決結果（1月23日）

議案名 結　果

（報第６号）議会の委任による専決処分事項の報告について
　　　　　（泉の広場公民館・体育館・町営プール解体工事請負契約の変更について）

報告受理

（選挙第３号）王寺町選挙管理委員会の委員及び補充員の選挙について 指名推選

（議第７７号）奈良県葛城地区清掃事務組合規約の変更について 原案可決

（議第７８号）【仮称】王寺義務教育学校（北）一次造成工事請負契約の変更について 原案可決

（議第６９号）令和元年度王寺町一般会計補正予算（第３号）について 原案可決

（議第７０号）令和元年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

（議第７１号）令和元年度王寺町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

（議第７２号）王寺町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について 原案可決

（議第７３号）地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について

原案可決

（議第７４号）西和地域病児保育室設置条例の制定について 原案可決

（議第７５号）王寺町議会議員の議員報酬等に関する条例及び特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

原案可決

（議第７６号）一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

（議第７９号）王寺町印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案名 結　　果

（報第１号）専決処分事項の報告について（損害賠償の額の決定について） 承　　認

（議第１号）指定管理者の指定について 原案可決

（議第２号）王寺町野外キャンプ場条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　　案　　名 結　果

玉
守　

数
叔

若
林　

か
ず
み

坂
下　

早
苗

北
村　

達
夫

小
山　

郁
子

大
久
保　

一
敏

沖　

優

子

松
岡
ま
さ
ゆ
き

鎌
倉　

文
枝

楠

本　

勝

幡
野　

美
智
子

（議第３号）特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 〇〇〇〇〇●〇●〇●〇

賛成＝〇　反対＝●　（議長は採決に加わらない。）起立採決の議案

全会一致の議案

全会一致の議案

松岡 まさゆき 議員
　敷地内での喫煙がマスコミ報道されたのは、今回で２
度目である。自主返納として、給料月額の１０％ (１ヶ月)
の減額は納得できない。
大久保 一敏 議員
　副町長の自主返納額については納得できない。来庁さ
れる方々 や職員のためにも喫煙場所の設置は必要である。
楠本 勝 議員
　県内で初めて敷地内での全面禁煙を実施したにもか
かわらず敷地内で喫煙したことは、非常に遺憾に思う。

沖 優子 議員
　当案件は町長及び副町長の自主的判断により、自ら責
任を取るという形で提案されたもので、自らの責任を果た
す範囲としては、妥当と考える。
鎌倉 文枝 議員
　処分の重軽については、いろいろな議論もあるが、妥
当と考える。喫煙場所の設置は必要である。
北村 達夫 議員
　自ら責任を果たすという点は評価できる。今後、町とし
て、喫煙に係る検討委員会のようなものを設置すべき。

賛
成
討
論

区分 単位 町内在住者、在勤者又は在学者に係る使用料 左記以外の者に係る使用料

日帰り １人１日
18歳以上の者 200円 18歳以上の者 600円

小学生以上17歳以下の者 100円 小学生以上17歳以下の者 300円

宿　泊 １人１泊
18歳以上の者 400円 18歳以上の者 1,200円

小学生以上17歳以下の者 200円 小学生以上17歳以下の者 600円

施設
使用料の額

町内在住者、在勤者又は在学者 左記以外の者

アドベンチャーコース
18歳以上の者 1人1回	 2,500 円

共通 1人1回　3,000 円
5歳以上17歳以下の者 1人1回	 1,200 円

ディスカバリーコース
18歳以上の者 1人1回	 1,500 円

共通 1人1回　2,000 円
5歳以上17歳以下の者 1人1回	 800 円

※未就学児は、無料とする。
※「小学生」・・・小学校（これに
準ずるものを含む。）の児童をいう。

※ゴールデンウィーク、お盆期間は500円割増
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歳入歳出予算の総額にそれぞれ、６千４５万３千円を追加し、総額９８億６千９０９万４千円とするもの
主な内容は下記のとおり

【歳出】	 葛下内水対策貯水池整備事業（２千７５０万円）、障害児通所支援給付事業（１千４１７万６千円）
	 後期高齢者医療療養給付費等過年度精算金（１千３５万６千円）
	 医療費助成（心身障害者、重度心身障害老人、ひとり親家庭等）（666万 3千円）
	 防火水槽撤去工事（２００万円）、旧中央公民館仮囲い工事（400万円）等

【歳入】町債（３千１２０万円）、基金繰入金（１千１０６万円）、国庫支出金（981万 7千円）等

【趣旨】 令和元年の人事院勧告を受けて、国家公務員の給与改定に準じ、条例を改正するもの
【改正内容】
〇月 例 給：初任給及び若年層の基本額を引き上げる。
〇住居手当：	①住居手当の支給対象となる家賃額の下限を４，０００円引上げ（１２，０００円⇒１６，０００円）
	 ②住居手当の額の上限を１，０００円引上げ（２７，０００円⇒２８，０００円）
	 ③住居手当額が２，０００円を超える減額となる者は、１年間、所要の経過措置を行う。
〇賞 　 与：	４．４５月分⇒４．５月分（０．０５月分引上げ）
	 ※引上げ分は、勤勉手当に配分し、勤務実績を的確に反映

【施行期日】
〇月 例 給：公布の日（平成３１年４月１日から遡及適用）
〇住居手当：令和２年４月１日
〇賞 　 与：令和元年度に係る勤勉手当は、公布の日（平成３１年４月１日から遡及適用）
　　　　　　  令和２年度に係る勤勉手当は、令和２年４月１日

【趣旨】
法律の改正により、「会計年度任用職員制度」が創設されることに伴い、会計年度任用職員の給
与その他の給付の支給に関し必要な事項を定めるもの

【会計年度任用職員】
一会計年度を超えない範囲内で置かれる非常勤の職を占める一般職の非常勤の職員

【主な制定内容】
〇フルタイム会計年度任用職員に関する事項（給与の種類、給料、各手当）
〇パートタイム会計年度任用職員に関する事項（給与の種類、報酬、通勤等に係る費用弁償の支
給及びその額）　等

【施行期日】令和２年４月１日
【経過措置】会計年度任用職員制度へ移行するに当たっての必要な経過措置を定めるもの

【趣旨】  令和元年の人事院勧告を受けて、一般職の国家公務員の給与改定に準じ、条例を改正するもの
【改正内容】期末手当の支給月額を年間で０．０５月分引き上げる。
　　　　〔現行〕年３．３５月分 ⇒〔改正後〕年３．４月分

【施行期日】〇令和元年度に係る期末手当：公布の日（令和元年１２月１日から遡及適用）
　　　　〇令和２年度に係る期末手当：令和２年４月１日

【趣旨】  会計年度任用職員制度の導入に伴い、関係する条例について所要の整備を行うもの
【整備する条例】※下記条例の一部改正を行う
１．王寺町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例	 ７.     一般職の職員の給与に関する条例
２．王寺町職員の分限に関する条例	 ８.    職員の特殊勤務手当に関する条例
３．王寺町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例	 ９.    労務職員の給与に関する条例
４．職員の勤務時間、休暇等に関する条例	 １０. 王寺町職員の旅費に関する条例
５．職員の育児休業等に関する条例	 １１.  王寺町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例
６．王寺町公益的法人等への職員の派遣等に関する条例　

【施行期日】令和２年４月１日

〇１１月１１日に総合戦略懇話会を開催し、現総合戦略の最終的な効果検証を行い、委員から意見をいただいた。
〇数値目標の達成状況では、「合計特殊出生率」や「人口の社会増」などの項目で目標を達成
〇委員からの主な意見として、目標を達成した項目についても、継続して取り組んでいただきたい等の意見があった。
〇今後、効果検証結果を引き継ぎ、また、王寺町総合計画で設定した数値目標や取り組みも反映させた、「第２期
王寺町総合戦略」を取りまとめる予定（令和２年度から開始）

〇「まちづくり基本条例」とは、今後のまちづくりの基本ルールを定めるもので、「住民」「議会」「行政」の役割を
明らかにし、これからまちが目指す姿やそれを達成する仕組をまとめていく。
〇経過説明として、令和元年６月に町の附属機関に、「（仮称）王寺町まちづくり基本条例審議会」を追加。8月以降、
月1回のペースで審議会を開催。これまでの４回の審議会では、他自治体の事例研究や条例骨子の考察等が
行われている。
〇今後のスケジュールとして、審議会での条文の考察・審議を経て、条例の素案を作成。タウンミーティングやパ
ブリックコメントも実施し、８月の審議会で答申をまとめる。その後、９月議会で条例案が可決されれば、令和
２年１０月１日から施行予定。

〇９月議会後の進捗状況
・「施設整備及び管理運営業者の募集」のプロポーザルの実施
・選定委員会の審査を経て、「施設整備業者」及び「指定管理者候補者」に「株式会社冒険の森」を決定し、
工事請負契約を締結（工事費：３千９６０万円）

〇菩提キャンプ場リニューアル整備の３つのテーマ・コンセプト
①新たな客層を呼び込み、上質な時間と体験を提供し、王寺町のファンをつくる
②町民に愛され、使いやすい施設に
③ドキドキとワクワク、楽しみながら健康と学びをもちかえる

〇新設備（アクティビティ）の料金設定にあたって、町内の利用者、青少年、小中学生の団体使用時の料金等を安
くできるよう、株式会社冒険の森と協議中

〇今後の予定
・１月臨時議会に「指定管理者の指定」と「新設備の料金設定に係る条例改正」を提案予定
・可決されれば、指定管理者（株式会社冒険の森）と「基本協定」を締結
・令和２年４月に「リニューアル（新設備）オープン」と「指定管理者による管理運営」を開始予定

【補正予算】

【条例制定】

【条例改正】

【報告事項】

令和元年度王寺町一般会計補正予算（第３号）について

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

王寺町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定ついて

王寺町議会議員の議員報酬等に関する条例及び特別職の職員で常勤
のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整備に関する条例の制定について

王寺町総合戦略の効果検証について

（仮称）王寺町まちづくり基本条例の制定に係る進捗状況について

菩提キャンプ場リニューアルに向けての進捗状況について

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】
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【補正予算】

【条例制定】

【報告事項】

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、５千８５０万４千円を追加し、総額２４億４千３９８万８千円とするもの

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、１千８２７万９千円を減額し、総額８億２千２６７万９千円とするもの

【趣旨】保護者の子育てと就労等の両立を支援するとともに、児童の健全な育成を図る
【主な内容】※詳細はP９に記載
　〇名　称　西和地域病児保育室（いちごルーム）
　〇場　所　三郷町三室１丁目１４番２号（西和医療センター敷地内）
　〇対象児童
　　・王寺町、平群町、三郷町、斑鳩町、上牧町に住所を有する者
　　・生後６ヶ月に達する日から小学６年生までの者
　　・病気の治療中又は回復期であって、症状が軽度である者
　　・集団保育が困難で、かつ、家庭で保育を行うことが困難な者
　〇費用負担（利用料　１人あたり：日額）
　　・市町村民税 課税世帯：２，０００円
　　・市町村民税 非課税世帯等：無料

【施行期日】令和２年１月１５日

令和元年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について

令和元年度王寺町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について

西和地域病児保育室設置条例の制定について

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【西和地域病児保育室の管理及び運営】
　〇実施主体：王寺町、平群町、三郷町、斑鳩町、上牧町
　〇対象疾病：感冒、消化不良症等、乳幼児が日常罹患する疾病
　〇利用定員：１日につき６人以内
　〇利用時間：８時から１８時まで（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
　〇利用期間：１回の理由につき７日以内
　〇事前登録：	 ・利用にあたり、事前登録をする必要があるが、緊急かつやむを得ない事由がある場合は当日でも可能
	 ・登録の有効期限は、登録を行った日以後の最初の３月３１日まで
　〇利用方法：前日の１８時までに電話等により予約し申込書等を提出
　〇利用制限：	 ・児童又は保護者が条例に掲げる対象児童等に該当しないとき
	 ・保育中に保護者と常時、連絡が取れる状況にないとき
	 ・利用定員を超過するとき
	 ・児童の症状が変化し、対応が不可能と医師が判断したとき　等

【協定（連携協約）】
　〇運営は「西和医療センター」に委託し、事務局は関係５町（実施主体）による輪番制（任期２年）
　〇負担金は、均等割（２０％）、財政割（３０％）、人口割（５０％）で算定（令和３年度から人口割を利用者割に変更）
　〇施設の建物は関係５町の共有名義（敷地は県立病院機構から無償で借用）

【施設・開所予定】
　〇職員体制：保育士２名、看護師１名
　〇施　　設：保育室、観察室、調乳室、沐浴室、更衣室、トイレ等
　〇開所予定：令和２年１月１５日

西和地域病児保育事業について

第２期王寺町子ども・子育て支援事業計画について

王寺町印鑑条例の一部を改正する条例について

令和元年度王寺町公共下水道事業及び
上水道事業の進捗状況について

令和元年度町内要望土木工事の
進捗状況について

特定空家等への対応について

王寺東公園整備工事について

斑鳩町コミュニティバスの王寺駅北駅前
広場への乗り入れについて

【事業概要】
〇期間：令和２年４月１日～令和３年３月３１日
　　　  （年度更新あり）
〇場所：王寺駅北駅前広場内高速バス乗り場付近
〇時間：９時から１６時５９分まで（１日４便）
〇車種：マイクロバス（２１人乗り）
〇運行会社：奈良交通（エヌシーバス）※斑鳩町が委託

【斑鳩町が考える事業効果】
　〇広域観光による地域間経済循環の創造
　〇利用者の利用方法（選択肢）の拡大
　〇交通結節点としての更なる機能充実

【決定理由】
　王寺駅が広域的に利用されていることから、斑鳩町の
要望に応えることで、駅周辺の利用者が増え、賑わい
をもたらすものと期待できるため。

【町から指定した条件】
　〇指定した場所以外への駐停車禁止
　〇朝夕のピーク時の乗り入れ禁止
　〇事業の見直しの必須化　など

【概要】※令和２年度から令和 6年度までの５ヶ年計画
第1章　計画策定の背景、計画期間、策定体制 等
第２章　統計、ニーズ調査結果、子どもと家庭をとりまく課題
第３章　基本理念、基本的な視点、基本目標、施策の体系
〔基本理念（案）〕育つ喜びと育てる喜びが実感できるまち
〔施策体系（案）〕
　〇教育・保育と子育て支援の充実
　〇子どもと親の健やかな成長の促進
　〇安全・安心な環境づくり
　〇地域と社会による子育て支援
　〇経済的困難等を抱える子どもへの支援
第４章　事業量の見込みと確保の方策
 ・特定教育・保育事業、地域子ども・子育て支援事業
第５章　施策の展開（具体的な施策や事業内容）
第６章　計画の推進体制
第７章　資料編（計画の策定経過、用語集 等）

【今後の予定】
　〇子ども・子育て会議で意見をいただき、その後、パ

ブリックコメントを実施予定
　〇子ども・子育て会議を経て、３月議会において報告

予定（令和２年３月発行予定）

【趣旨】
本条例が準拠している総務省発出の「印鑑登録証明書
事務処理要領」の改正に伴うもの

【改正概要】
登録資格の欠格条項を改正
　〔改正前〕成年被後見人
　〔改正後〕意思能力を有しない者
　　　　　（年齢満１５歳未満の者を除く）

【施行期日】令和元年１２月１４日
※１２月議会本会議最終日に上程され可決

（下水道事業）
〇汚水２１－４－１号線管渠築造工事（本町４丁目）
　⇒公共下水道未普及区域の工事（１２月１７日入札予定）
〇本町４丁目地内マンホールポンプ設備工事（本町４丁目）
　⇒布設する管渠が自然流下で排水できないため、ポン
プ圧送設備を整備する工事（１２月１７日入札予定）

（上水道事業）
〇第２浄水場自家発電施設設置工事（明神４丁目）
　⇒停電時に制御設備及びポンプ設備の電源を確保する

工事（進捗率：約８０％）
〇張井地区配水管改良工事（仮設）（本設）（本町１丁目）
　⇒配水管布設後の仮設配管の撤去と舗装本復旧
（進捗率：約９０％）

〇張井地区配水管改良工事（仮設）（本設）２工区（本町１
丁目）
　⇒上記工事の追加工事（１２月１７日入札予定）
〇県道畠田藤井線配水管改良工事（その１）（本町４・５丁目）
　⇒配水管布設後の舗装本復旧（進捗率：約９０％）
〇県道畠田藤井線配水管改良工事（その２）（本町４・５丁目）
　⇒１１月１９日に入札を実施し、㈱大角水道設備工業所が

落札（１２月中旬から工事着手）

〇進捗率（全体：９０％）
・道路新設改良工事　（５０％）
・舗装新設改良工事　（６１％）
・道路維持修繕工事　（９７％）
・水路新設改良工事　（８３％）
・水路維持修繕工事（１００％）

〇特定空家等の5件（H31.2.14 認定）の
うち、除却済が２件、除却中が１件、残
る２件は、空家等対策の推進に関する
特別措置法第１４条第２項に基づき、改
善勧告を行った
〇勧告に対する措置が行われなかった場
合は、最終的に行政代執行により行政
処分を行う予定
〇現時点の町内の空き家数は２６７件で
久度地区においては除却が進んでいる
〇令和２年度事業として、自治会と町が
空き家に関する情報を共有するため、
自治会調査を実施する予定（前回の調
査は平成２６年度に実施）

〇樹木伐採、公園内の円形ベンチ老朽化による改修、植
栽枡破損に伴う撤去等を予定
〇新規整備施設の主なもの
　・公園内に日除け機能を持たせるため「天幕」の設置
　・「天幕」の下に人工芝を設置
　・開花時期が異なる２種類の桜を植樹
〇今後は、遊具設置の検討に向け、地元自治会と協議を行い、東
側に隣接する東横インホテルと調和のとれた公園となるよう整備
〇東横インホテルの工事の進捗に合わせ、令和２年１月以
降の発注予定

令和２年１月１５日にオープンした
「いちごルーム」内の保育室
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国
内
の
子
ど
も
の
７
人

に
１
人
が
社
会
で
普
通

と
さ
れ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
な
い
相
対
的
貧
困
に
あ

る
。
改
正
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
法（
令
和
元
年
６
月
公
布
）

で
貧
困
対
策
の
計
画
策
定
が

市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ

た
。
良
好
な
生
活
環
境
は
全
て

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」
に
つ
い
て

法
に
基
づ
く
計
画
と
第
二
期
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画
と
一
体
で
実
施

町
長　

子
ど
も
の
貧

困
対
策
推
進
法
の
改

正
の
基
本
理
念
の
中
で
、
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
が
優
先

考
慮
さ
れ
る
こ
と
、
子
ど
も

の
貧
困
の
背
景
に
様
々
な
社

会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
等
が

明
記
さ
れ
た
。
平
成
29
年
９

月
に
実
施
の
王
寺
町
子
ど
も

の
未
来
応
援
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
本
町
の
子
ど
も
の
貧
困

率
は
７
．
４
％
で
全
国
平
均

（
13
．
９
％
）
に
比
べ
低
位

で
あ
る
が
、
今
回
の
法
改
正

も
踏
ま
え
て
、
第
二
期
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

の
中
で
子
ど
も
の
貧
困
対
策

を
新
た
に
位
置
づ
け
る
。
ま

た
、
市
町
村
に
対
し
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
計
画
の
策
定

の
努
力
義
務
が
課
さ
れ
た

が
、
現
在
策
定
中
の
第
二
期

計
画
と
盛
り
込
む
内
容
が

重
複
す
る
た
め
、
策
定
す
る

計
画
と
一
体
の
も
の
と
し
て

策
定
す
る
。

総
務
部
理
事
　
①
防

災
重
点
た
め
池
や
家

屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定
区
域

の
情
報
等
を
掲
載
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
令
和
２

年
４
月
に
全
戸
配
布
す
る
。

②
役
場
職
員
の
保
健
師
や

看
護
師
等
を
避
難
所
に
派

遣
し
適
切
な
措
置
が
と
れ

る
よ
う
配
置
し
て
い
る
。

①
地
球
温
暖
化
の
影

響
等
で
大
規
模
水
害

が
多
発
す
る
中
、
想
定
最

大
雨
量
に
あ
わ
せ
た
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
住
民
に

【
仮
称
】
王
寺
義
務
教

育
学
校
（
北
）
の
整

備
に
伴
い
廃
校
と
な
る
王
寺

小
学
校
・
王
寺
北
小
学
校
の

校
舎
と
土
地
の
利
用
に
つ
い

て
は
、「
王
寺
町
義
務
教
育
学

校
設
置
に
向
け
た
基
本
方
針
」

で
王
寺
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

敷
地
内
に
片
岡
王
寺
の
遺
跡

今
後
、
廃
校
と
な
る
王
寺
小
学
校
・
王
寺
北

小
学
校
の
校
舎
と
土
地
の
利
用
に
つ
い
て

教
育
長　
義
務
教
育

学
校
（
北
）
は
、
工
事

費
約
85
億
円
の
う
ち
補
助
基

本
額
が
43
億
円
、
単
独
事
業

費
が
42
億
円
と
な
り
、
町
負

担
額
を
軽
減
す
る
た
め
、
起

債
充
当
を
予
定
。
起
債
の
条

件
と
し
て
、
義
務
教
育
学
校

の
供
用
開
始
後
５
年
以
内
に

統
合
前
の
施
設
の
廃
止
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
義
務
教

育
学
校
（
北
）
の
開
校
の
令
和

４
年
４
月
か
ら
令
和
９
年
３
月

末
ま
で
に
、
王
寺
小
学
校
及

び
王
寺
北
小
学
校
の
施
設
除

却
、
若
し
く
は
他
の
施
設
と

し
て
の
転
用
が
求
め
ら
れ
る
。

王
寺
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
４
月
の
義
務
教
育
学

校
（
北
）の
開
校
に
あ
わ
せ
て
、

校
舎・体
育
館
の
解
体
を
予
定
。

そ
の
後
、
１０
年
間
を
か
け
て

遺
跡
調
査
を
行
い
、
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
跡
地
利
用
計

画
を
検
討
。
王
寺
北
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
利
活
用
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
、
廃
校
ま
で

に
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
、
利
活
用
に
つ
い
て
の
方

針
案
を
作
成
し
た
後
、
閉
校

後
２
年
間
で
「
施
設
利
活
用

計
画
」
を
策
定
す
る
。
そ
の

後
、
３
年
以
内
に
施
設
の
除

却
ま
た
は
転
用
に
よ
る
利
活

①
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
策
定
さ
れ
た
の
か
。

②
今
後
の
水
道
事
業
の
方
針
と

事
業
計
画　

③
水
道
料
金
の
引

き
下
げ
は
考
え
て
い
る
の
か
。

水
道
部
長　

Ｈ
28
年

３
月
に
策
定
し
て
い
る

が
、
水
道
施
設
共
同
化
や
県

域
水
道
一
体
化
検
討
会
や
専
門

王
寺
町
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

王
寺
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を

　
　
　
　

平
成
28
年
3
月
に
策
定

町
の
貴
重
な
財
産
を
後
世
に
継
承
で
き
る

よ
う
活
用
の
あ
り
方
を
十
分
検
討
す
る

部
会
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、「
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
見
直
し
も
必

要
と
考
え
る
。
②
方
針
は
、
検

討
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
参
加
し
、
王
寺
町
と
し
て
メ

リ
ッ
ト
が
出
る
よ
う
、
議
会
に

諮
り
な
が
ら
一
体
化
へ
の
参
加

を
判
断
す
る
。
事
業
計
画
は
第

１
浄
水
場
の
解
体
撤
去
と
管

北村 達夫 議員
（無所属）

Ｒ
１
年
８
月
28
日
「
避

難
所
と
な
る
公
立
学

校
施
設
の
防
災
機
能
に
関
す

る
調
査
の
結
果
」
が
報
道
発

表
さ
れ
た
。
①
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
学
校
数　

②

総
務
部
理
事　

①
町

内
全
小
中
学
校
５
校

　

②
５
校
い
ず
れ
も
体
育
館

を
避
難
所
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
設

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
策
定

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

学
校
に
お
け
る
学
校
施
設
利

用
計
画
の
策
定
状
況　

③
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学

校
の
防
災
機
能
の
保
有
状
況

（
備
蓄
倉
庫
・
飲
料
水
・
非
常

用
発
電
機
等
・
Ｌｐ
ガ
ス
等
・

災
害
時
利
用
通
信
・
断
水
時

の
ト
イ
レ
） 

④
停
電
時
の
庁

舎
、
避
難
所
の
対
応
を
伺
う
。

済
。
今
後
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
、
乳
幼
児
等
の
配
慮
を
要

す
る
方
々
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
や

着
替
え
や
授
乳
な
ど
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て
も
協
議
を
進
め
る
。

③
備
蓄
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
５

校
い
ず
れ
も
災
害
時
用
の
飲

料
水
を
保
管
し
て
い
る
。
非
常

用
発
電
機
等
は
１
校
（
王
寺
南

小
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
）。

非
常
時
に
利
用
可
能
な
ガ
ス

設
備
等
は
な
い
が
王
寺
小
、
北

小
、
王
寺
中
の
家
庭
科
室
に
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
が
有
り
利
用
可
能
。
通

一 般 質 問

幡野 美智子 議員
（日本共産党）

小山 郁子 議員
（日本共産党）

路
更
新
を
順
次
計
画
的
に
実

施
予
定
。
③
水
道
料
金
の
引
き

下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

が
あ
り
文
化
財
調
査
に
約

１０

年
間
を
要
し
、
調
査
後
は
遺

跡
公
園
等
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
い
っ
た
王
寺
町
文
化

財
保
護
審
議
会
か
ら
の
答
申

や
、
廃
校
と
な
る
施
設
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
行
政

需
要
や
地
域
の
実
情
を
考
慮

し
て
検
討
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
令
和
４
年
４
月
の
義
務

教
育
学
校
開
校
ま
で
に
一
定
の

方
針
や
施
設
整
備
等
の
計
画

が
必
要
と
思
う
が
、
今
後
の

検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

用
の
た
め
工
事
を
行
い
、
新
た

な
機
能
を
持
っ
た
施
設
と
し
て

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

【
要
望
】
廃
校
後
、
子
ど
も
達

が
い
な
く
な
っ
た
結
果
の
寂
し

い
施
設
で
は
な
く
、
そ
れ
を
契

機
に
地
域
の
人
々
の
間
で
、
新

た
な
活
動
の
場
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
る
施
設
と
し
て
活
用

い
た
だ
き
、
い
つ
ま
で
も
皆
様

の
心
の
中
に
残
る
よ
う
、ま
た
、

新
し
い
形
で
生
ま
れ
変
わ
り
、

人
々
に
愛
さ
れ
る
施
設
で
あ

る
よ
う
要
望
す
る
。

災
害
の
変
化
に
対
応

し
た
防
災
対
策
の
速

や
か
な
推
進
を

リ
ス
ク
を
自
覚
し
て
も
ら
う

た
め
に
も
速
や
か
な
配
布
を

②
医
療
・
保
健
福
祉
の
専
門

人
材
の
受
け
入
れ
で
避
難

所
の
改
善
を
。

の
子
ど
も
の
権
利
で
あ
る
。
ま

た
、
貧
困
対
策
大
綱
で
は
39
項

目
に
わ
た
る
指
標
と
そ
の
改
善

に
向
け
た
重
点
施
策
が
示
さ

れ
た
。
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法

に
則
っ
た
町
の
計
画
が
必
要
で

は
な
い
か
。

（質問議員　11名）

令和元年第 4回定例会
（令和元年12月6日）

一般質問

令
和
２
年
４
月
に
新
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布

す
る

　

誰
も
が
安
心
し
て
出
産

や
子
育
て
を
で
き
る
町
を
目

指
す
。

信
可
能
な
設
備
は
５
校
あ
り

（
防
災
行
政
無
線
）、
断
水
時
の

ト
イ
レ
の
対
策
は
な
い
が
応
急

仮
設
ト
イ
レ
で
対
応
可
能
④

停
電
時
、
住
民
へ
の
情
報
を
発

信
す
る
防
災
行
政
無
線
や
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
は
自
家
発

電
装
置
が
あ
り
稼
働
で
き
る

が
、
役
場
庁
舎
に
は
自
家
発

電
装
置
が
な
い
た
め
、
照
明
等

は
使
用
で
き
な
い
。

　

非
常
用
発
電
装
置
の
な
い

避
難
所
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

有
利
な
財
源
等
を
使
っ
て
整

備
を
行
っ
て
い
く
。

3月	 ４日（水）
	13時00分	 議会運営委員会
	13時30分	 本会議（議事上程・施政方針）
３月	 ５日（木）
	 9時30分	 本会議（一般質問）
３月	 ６日（金）
	 9時30分	 総務文教常任委員会
	13時30分	 くらし環境常任委員会
３月	 ９日（月）
	 9時30分	 当初予算審査特別委員会
３月	１０日（火）
	 9時30分	 当初予算審査特別委員会
３月	１３日（金）
	13時30分	 議会運営委員会
	14時00分	 本会議

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場して下さい。

随時入場できます。
場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付して下さい。

 （開始５分前までに受付を済ませて
   下さい。）

議会を傍聴してみませんか
（令和２年第１回定例会の予定）

各委員会

本会議

　議員が本会議で町の一般事務や将来に対する方
針などについて質問することです。
　一般質問は定例会（３月・６月・９月・１２月）で行い
ます。本誌では、質問及び答弁の要旨を掲載いたし
ます。なお、詳細については、王寺町公式サイトで閲
覧できます。

～～  一 般 質 問  ～～
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奈
良
県
で
は
、
平
成

29
年
４
月
１
日
に
手

話
言
語
条
例
が
施
行
さ
れ
、

手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認

識
に
基
づ
き
、
ろ
う
者
と
ろ

う
者
以
外
の
も
の
が
共
生
す

る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
、
手
話
通

訳
を
行
う
人
材
の
育
成
も

住
民
福
祉
部
長　

王

寺
町
総
合
計
画
の
中

で
手
話
の
理
解
促
進
や
普

及
、
手
話
奉
仕
員
の
拡
大

を
図
る
と
さ
れ
て
お
り
、
令

和
２
年
６
月
議
会
を
目
標

に
手
話
言
語
条
例
を
制
定

す
る
。
ま
た
、
手
話
に
関
連

し
た
施
策
と
し
て
、
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
を
引
き

続
き
実
施
し
、
今
後
、
役

場
職
員
を
対
象
と
し
た
研

修
の
実
施
、
町
の
イ
ベ
ン
ト

で
の
手
話
体
験
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
、
手
話
講
座
の
実
施
、

手
話
に
関
す
る
研
修
会
へ

の
講
師
派
遣
な
ど
を
考
え

て
い
る
。
条
例
制
定
と
合

わ
せ
て
手
話
に
関
す
る
施

策
を
推
進
す
る
。

総
務
部
理
事　

第
１
分

団
屯
所
は
昭
和
41
年

建
築
で
既
に
50
年
以
上
が

経
過
、
老
朽
化
が
進
み
、
耐

震
基
準
も
満
た
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
建
替
え
を
検
討
し

て
き
た
。
屯
所
敷
地
は
借
地

で
あ
る
も
の
の
、
立
地
条
件

の
よ
い
現
地
で
の
建
替
え
を

念
頭
に
敷
地
所
有
者
と
協

議
を
進
め
て
き
た
が
、
借
地

で
あ
る
た
め
、
別
の
候
補
地

を
検
討
す
る
中
で
、
久
度

の
家
を
移
転
候
補
地
と
し

た
。
久
度
の
家
は
昭
和
36
年

第
１
分
団
屯
所
の
建
替

え
に
伴
う
屯
所
の
整
備

先
と
建
物
の
概
要
を
伺
う
。

建
築
で
第
１
分
団
屯
所
と
同

様
に
老
朽
化
が
進
み
、
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
こ
と
、
久
度
地
区
の
住
民

の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
屯
所
機
能
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
機
能
を
合
わ
せ

持
っ
た
施
設
を
建
設
す
る
方

向
で
令
和
元
年
度
か
ら
設

行
わ
れ
て
い
る
。県
内
で
は
、

平
成
27
年
４
月
に
大
和
郡

山
市
で
手
話
に
関
す
る
基

本
条
例
が
施
行
さ
れ
、
そ
の

後
、
天
理
市
、
桜
井
市
、
橿

原
市
、
奈
良
市
、
五
條
市
、

大
和
高
田
市
と
順
次
制
定

さ
れ
、
町
村
で
は
広
陵
町
で

制
定
さ
れ
て
い
る
。
本
町
は

香
芝
・
王
寺
環
境
施

設
組
合
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
王
寺
町
の
ご
み
排
出

量
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

処
理
費
削
減
、
環
境
保
護
の

観
点
か
ら
も
ご
み
の
減
量
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
①
過

去
３
年
間
の
ご
み
排
出
量
の

推
移　

②
ご
み
の
減
量
に
係

総
務
部
理
事　

町
主

体
の
防
災
訓
練
に

つ
い
て
は
、
防
災
計
画
に

基
づ
き
、
平
成
25
年
度
か

ら
地
区
自
治
連
合
会
ご
と

に
防
災
訓
練
を
実
施
。
昨

ご
み
の
減
量
対
策
に
つ
い
て

（
仮
称
）手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

王
寺
町
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て

第
１
分
団
屯
所
の
整
備
先
と

　
　
　
　
　

建
物
の
概
要
に
つ
い
て

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
や
広
報
紙
で
啓
発

　
　
　

プ
ラ
ご
み
の
削
減
も
推
進
す
る

令
和
２
年
６
月
制
定
に
合
わ
せ
て

　
　

手
話
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る

地
区
自
治
連
合
会
ご
と
に
防
災
訓
練
を
実
施

地
域
で
の
防
災
活
動
を
町
が
支
援
す
る

現
屯
所
敷
地
で
建
替
え
。
今
後
、
設
計
業
務

を
進
め
、
令
和
２
年
度
中
の
完
成
を
目
指
す

年
度
は
山
西
地
区
で
地
震

を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
。

令
和
２
年
３
月
に
は
、
明

神
山
地
区
に
お
い
て
実
施

予
定
。
実
施
前
に
は
、
自

治
会
長
や
自
主
防
災
会
の

方
々
等
と
協
議
し
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
訓
練
内

容
と
す
る
。
ま
た
、
地
域

今
後
の
王
寺
町
の
防

災
訓
練
の
内
容
・
実

施
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

第１分団屯所(久度１丁目)

葬
儀
後
の
手
続
を
一

括
し
て
手
助
け
す
る

幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
に
お
け
る
防
災
教

育
に
つ
い
て
。

住
民
福
祉
部
長　

町

で
は
、
ご
遺
族
が
関

係
す
る
葬
儀
後
の
手
続
や
必

要
な
書
類
が
分
か
る
よ
う
に

案
内
文
書
等
を
葬
儀
業
者

を
仲
介
し
て
お
届
け
し
て
い

る
。
後
日
、
来
庁
さ
れ
た
際

に
は
、
最
初
に
訪
れ
た
窓
口

に
各
種
担
当
職
員
が
出
向
き

手
続
や
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
る
。
事
実
上
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
手
続
が
終
え
る

よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
な
お

住
民
福
祉
部
長　
①

Ｈ
28
年
度（
５
，
４
３

６
ト
ン
）、
Ｈ
29
年
度
（
５
，

４
８
６
ト
ン
）、
Ｈ
30
年
度

（
５
，
５
５
４
ト
ン
）
で
前

年
度
比
0.3
％
か
ら
1.2
％
の
微

増
。
ま
た
、
１
日
１
人
あ
た

教
育
次
長　

災
害
か

ら
自
ら
の
命
を
守
る

意
識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も

に
、
助
け
合
い
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
の
醸
成
等
、

子
ど
も
た
ち
の
防
災
力
を

高
め
る
た
め
に
、
発
達
段
階

に
応
じ
、
災
害
に
自
主
的
に

対
応
す
る
た
め
の
知
識
、
技

能
、
態
度
に
関
す
る
防
災
教

育
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

る
。
今
後
、
避
難
所
生
活
の

疑
似
体
験
の
機
会
を
企
画

し
、
避
難
所
生
活
の
不
自
由

さ
な
ど
様
々
な
課
題
や
自

大久保 一敏 議員
（無所属）

観
光
事
業
に
力
点
を
置
い

て
い
る
こ
と
か
ら
聴
覚
障
害

の
あ
る
観
光
客
へ
の
お
も
て

な
し
を
想
定
し
た
手
話
言

語
条
例
を
制
定
し
、『
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
』
と
共

に
、『
障
が
い
者
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
』
が
大
事
と
考

え
る
。
Ｈ
29
年
度
か
ら
開
始

一
層
、
ご
遺
族
の
方
に
分
か

り
や
す
く
、
ま
た
、
利
便
性

を
高
め
負
担
を
少
な
く
す
る

こ
と
を
考
え
て
、
役
場
１
階

フ
ロ
ア
の
一
部
に
奈
良
市
の

例
（
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
）

を
参
考
に
窓
口
の
設
置
を
検

討
す
る
。
案
内
文
書
等
も
字

を
大
き
く
す
る
な
ど
、
読
み

や
す
く
工
夫
し
て
い
く
。

鎌倉 文枝 議員
（無所属）

楠本 勝 議員
（無所属）

坂下 早苗 議員
（公明党）

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
防

災
訓
練
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

地
域
で
の
自
主
防
災
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
町
と
し
て
支

援
を
行
う
。

役
所
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

伺
う
。

計
業
務
を
進
め
る
予
定
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
検
討
を
進
め
る

中
で
、
敷
地
所
有
者
に
屯
所

移
転
の
意
向
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、
引
き
続
き
、
屯
所
敷
地

と
し
て
賃
貸
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
る
旨
の
回
答
が
あ
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
現
屯
所

が
幹
線
道
路
に
面
し
て
お

り
、
緊
急
出
動
の
際
も
迅
速

に
現
地
に
向
か
え
る
と
い
っ

た
好
立
地
に
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
こ
の
場
所
は
地
域
住
民

に
馴
染
み
が
あ
り
、
場
所
も

わ
か
り
や
す
く
、
地
域
の
防

災
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
的
な
拠

点
と
な
り
得
る
こ
と
等
を
踏

ま
え
、
現
屯
所
敷
地
で
の
建

替
え
の
検
討
を
再
度
開
始
し

た
。
敷
地
所
有
者
と
継
続
し

て
使
用
す
る
た
め
の
条
件
を

確
認
し
、
現
在
、
具
体
的
な

使
用
料
等
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
敷
地
所
有
者
と

の
協
議
及
び
賃
貸
借
契
約

締
結
後
、
地
域
の
自
治
会

長
、
消
防
団
と
の
合
意
形

成
を
図
り
な
が
ら
規
模
や

さ
れ
た
王
寺
町
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
で
は
、
現
在
、

41
名
の
方
が
基
礎
編
を
修

了
さ
れ
て
い
る
が
、
手
話
言

語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
う
。

る
住
民
へ
の
啓
発
方
法
を
伺

う
。

分
た
ち
が
果
た
せ
る
役
割

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
創

出
す
る
。
ま
た
、
継
続
し
た

防
災
教
育
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
に
命
を
守
る
行
動
を

実
践
的
に
学
ば
せ
、「
自
ら

の
命
は
自
ら
が
守
る
」
意
識

を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
の
安
全
活
動

に
進
ん
で
参
加
し
貢
献
で
き

る
よ
う
自
治
会
、
自
主
防
災

会
と
の
連
携
、
協
力
の
強
化

を
図
る
。

り
の
ご
み
の
量
は
各
年
度
と

も
約
６
３
０
グ
ラ
ム
で
横
ば

い
。
一
方
、
人
口
は
微
増
。

人
口
増
に
比
例
し
て
ご
み
の

量
も
微
増
し
て
い
る
。
②
各

戸
配
布
の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

や
広
報
紙
を
通
し
て
「
３
つ

の
切
る
」（
使
い
切
る
・
食
べ

切
る
・
水
を
切
る
）
や
ご
み

の
分
別
、
５
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
・

リ
フ
ュ
ー
ズ
・
リ
ペ
ア
）
の

実
践
の
重
要
性
、
食
品
ロ
ス

の
現
状
等
を
掲
載
し
啓
発
を

継
続
し
て
行
う
。
ま
た
、
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
世

界
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を

利
用
し
、
レ
ジ
袋
を
使
わ
な

い
こ
と
を
啓
発
し
プ
ラ
ご
み

の
削
減
を
推
進
す
る
。

施
設
配
置
な
ど
具
体
的
な

設
計
業
務
を
進
め
、
地
域
の

安
全
・
安
心
と
交
流
の
拠
点

と
な
る
消
防
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
を
備
え
た
施
設
と

し
て
、
令
和
２
年
度
中
の
完

成
を
目
指
ざ
す
。
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平
成
29
年
３
月
に

「
王
寺
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
が
10
年

の
計
画
期
間
で
策
定
さ
れ
、

す
で
に
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
い
ず
み
ス
ク
エ

ア
）
が
完
成
し
、
中
央
公
民

館
建
替
え
及
び
、
久
度
の
家

更
新
計
画
な
ど
、
順
次
進
め

王
寺
町
総
合
計
画
に

畠
田
駅
を
起
終
点
と

し
た
新
た
な
バ
ス
路
線
の
整

備
、
地
域
交
通
の
利
便
性
の

向
上
と
地
域
の
実
情
に
即
し

た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
政
方
針
に
も
、
畠

田
駅
か
ら
の
新
た
な
バ
ス
路

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
計
画

と
王
寺
町
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
に
つ
い
て

畠
田
駅
周
辺
の
将
来
構
想
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
中
に
「
個
別
施
設
計
画
」
を
策
定

空
調
設
備
の
整
備
は
計
画
策
定
前
に
整
備

バ
ス
路
線
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
た

　
　
　
　

地
域
拠
点
と
し
て
開
発
す
る

町
長　

文
化
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
改
修
が

必
要
と
見
込
ま
れ
る
設
備

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
中
に
「
個
別
施
設
計
画
」

を
策
定
し
、
有
利
な
財
源

活
用
で
計
画
的
に
整
備
を

進
め
る
。
こ
の
中
で
特
に
、

性
能
劣
化
が
み
ら
れ
る
空

調
設
備
は
避
難
所
機
能
と

し
て
必
要
不
可
欠
な
こ
と

か
ら
、
個
別
施
設
計
画
策

定
前
に
有
利
な
財
源
を
活

用
し
整
備
す
る
。

　

町
立
幼
稚
園
は
、
幼
小

理
事　

リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
が
２
０
３
７

（
中
）
の
円
滑
な
接
続
を
推

進
す
る
た
め
、
義
務
教
育

学
校
に
併
せ
た
施
設
整
備

を
想
定
し
、
３
園
か
ら
２
園

へ
の
統
廃
合
を
基
本
に
、
必

要
な
修
繕
や
改
修
工
事
の

実
施
、
廃
園
と
な
る
１
園
の

跡
地
利
用
等
に
つ
い
て
も
、

学
識
経
験
者
や
保
護
者
等

で
構
成
す
る
「
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
の
意
見
を
十

分
伺
い
な
が
ら
、
今
後
方

向
性
を
検
討
す
る
。

年
に
全
線
開
業
が
あ
り
、

将
来
的
な
交
通
ア
ク
セ
ス
・

交
通
需
要
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

そ
の
上
で
、
20
年
先
を
見

据
え
た
王
寺
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
王

寺
駅
を
西
和
地
域
の
中
心

拠
点
、
畠
田
駅
を
駅
周
辺

ら
れ
て
い
る
が
、
福
祉
避
難

所
機
能
を
も
つ
文
化
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
長
寿
命
化
を
図

る
と
し
て
い
る
も
の
の
具
体

的
な
計
画
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。
避
難
所
と
し
て
の
機
能

強
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

大
ホ
ー
ル
の
改
修
（
音
響
設

備
や
座
席
な
ど
）
も
含
め
、

線
の
整
備
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
建
設
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
周
辺
の
土
地
利
用
や

開
発
も
含
め
て
、
畠
田
駅
周

辺
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

一 般 質 問

巨
額
の
費
用
が
か
か

る
事
業
が
目
白
押
し

と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

本
町
の
財
政
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

今
後
の
災
害
対
策
と

し
て
、「（
仮
称
）
防

災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
設
立

に
向
け
て
の
体
制
、
活
動
、

事
業
計
画
、
運
営
方
針
と
防

災
士
の
役
割
と
自
主
防
災
組

織
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　

有
利
な

財
源
確
保
に
努
め

る
。
税
源
涵
養
の
た
め
の
観

光
施
策
や
子
育
て
支
援
施
策

総
務
部
理
事　

こ
れ

ま
で
の
行
政
主
導
の

中
長
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

（
仮
称
）
王
寺
町
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
設
立
に
つ
い
て

有
利
な
特
定
財
源
を
確
保
し
安
定
的
で

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
る

防
災
士
の
組
織
化
を
図
り

　
　

地
域
の
防
災
力
向
上
を
目
指
す

の
充
実
等
に
よ
り
、
人
口
維

持
を
図
り
な
が
ら
、
地
方
税

や
普
通
交
付
税
等
の
収
入
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
各
種

事
業
に
つ
い
て
も
聖
域
を
設

け
ず
に
見
直
し
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
今
後
の
財
政
運

営
に
つ
い
て
は
、
有
利
な
特

定
財
源
を
可
能
な
限
り
確
保

防
災
対
策
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
、
行
政
と
連
携
し
た
住

民
主
体
の
防
災
対
策
に
転
換

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。（
仮

称
）
王
寺
町
防
災
士
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
町
内
在
住
の
防

災
士
の
方
々
に
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
い
た

だ
く
環
境
を
整
備
す
る
も
の

す
る
こ
と
を
基
本
ル
ー
ル
と

し
、
事
業
に
よ
っ
て
は
、
民

間
投
資
も
最
大
限
に
活
用
し

な
が
ら
財
政
的
に
影
響
が
生

じ
な
い
よ
う
な
事
業
ス
キ
ー

ム
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ

し
て
、
事
業
の
優
先
度
も
考

慮
し
、
適
切
に
判
断
し
な
が

ら
安
定
的
で
持
続
可
能
な
財

松岡 まさゆき 議員
（無所属）

若林 かずみ 議員
（無所属）

の
地
域
拠
点
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
畠
田
駅
周

辺
に
は
生
活
利
便
施
設
の

集
約
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
少
な
く
と
も
ス
ー
パ
ー

等
の
商
業
施
設
、
金
融
機

関
、
交
番
、
駐
輪
場
、
こ

の
４
つ
の
機
能
は
駅
周
辺
に

配
置
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
王
寺
町
総
合
計
画

に
お
い
て
も
、
国
道
１
６
８

号
の
４
車
線
化
に
よ
る
交

通
環
境
の
改
善
を
念
頭
に
、

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
東
側
に
あ

る
市
街
化
調
整
区
域
に
商

王寺町文化福祉センター

女
性
の
防
災
士
の
役

割
に
つ
い
て

総
務
部
理
事　

女
性

の
視
点
か
ら
見
た
災

害
対
応
も
大
事
と
考
え
る
。

積
極
的
に
活
動
い
た
だ
け
る

よ
う
働
き
か
け
る
。

業
施
設
や
事
業
所
を
誘
致

す
る
な
ど
し
て
組
織
的
な

利
用
を
図
り
た
い
と
し
て

お
り
ま
す
。
畠
田
駅
の
持

つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し

て
、
王
寺
町
内
の
バ
ス
路

線
の
再
編
に
と
ど
ま
ら
ず
、

新
た
な
路
線
の
き
っ
か
け

と
す
る
た
め
、
例
え
ば
北

葛
城
郡
４
町
に
よ
る「
す
む
・

奈
良
・
ほ
っ
か
つ
」
Ｐ
Ｒ
事

業
と
連
携
し
て
、
畠
田
駅

を
玄
関
口
に
河
合
町
や
上

牧
町
を
経
由
し
、
馬
見
丘

陵
公
園
や
静
香
苑
へ
の
ア

沖　優子 議員
（無所属）

玉守 数叔 議員
（無所属）

町
長　

明
神
山
や
、

こ
の
春
に
冒
険
の
森

へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
菩

提
キ
ャ
ン
プ
場
は
畠
田
駅
か

ら
徒
歩
圏
内
。
京
阪
神
か
ら

王
寺
町
へ
観
光
に
来
ら
れ
る

方
に
も
畠
田
駅
を
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業

の
見
直
し
に
つ
い
て

①
多
額
の
費
用
が
か
か
る
イ

ベ
ン
ト
事
業
の
見
直
し
が
必

要
で
は
。

②
町
民
体
育
大
会
の
今
後
の

運
営
に
つ
い
て
。

③
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
整
理
を

す
る
た
め
に
、
事
業
を
統
括

す
る
チ
ー
ム
の
設
置
を
検
討

で
き
な
い
か
伺
う
。

町
長　

①
王
寺
ミ
ル

キ
ー
ウ
ェ
イ
や
町
民

盆
踊
り
大
会
に
つ
い
て
は
、

町
を
挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、

内
容
の
工
夫
や
民
間
事
業
者

の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
今
す
ぐ
規
模
の

縮
小
は
考
え
て
い
な
い
。

②
種
目
自
体
の
見
直
し
や

近
隣
自
治
会
と
合
同
参
加

な
ど
を
促
し
、
ま
た
、
個
人

で
の
参
加
、
ア
ク
セ
ス
の
利

便
性
向
上
な
ど
、
色
々
と
工

夫
し
な
が
ら
、
地
域
の
き
ず

な
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
今

後
も
開
催
を
続
け
る
。

③
各
実
行
委
員
会
や
庁
内

長
寿
命
化
計
画
の
進
捗
を

伺
う
。

　

ま
た
、
町
立
３
幼
稚
園
は

統
廃
合
を
検
討
し
、
義
務

教
育
学
校
と
の
併
設
に
よ

る
整
備
な
ど
、
方
針
案
を
検

討
と
あ
る
が
、
そ
の
後
の
進

捗
に
つ
い
て
も
伺
う
。

で
、
そ
の
設
立
に
向
け
自
治

連
合
会
の
代
表
の
他
、
防
災

関
係
者
や
地
域
の
代
表
ら
複

数
名
で
組
織
化
検
討
委
員
会

を
開
催
し
、
活
動
内
容
や
事

業
計
画
等
を
協
議
い
た
だ
く
。

防
災
士
の
役
割
と
し
て
、
平

常
時
に
は
、
①
防
災
士
が
地

域
の
自
主
防
災
会
の
主
要
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
動
に
積
極

的
に
参
画
し
地
域
の
防
災
意

識
、
防
災
力
の
向
上
を
図
る
。

②
防
災
士
が
中
心
と
な
り
、

地
区
防
災
計
画
や
要
支
援
者

へ
の
対
応
等
、
自
主
防
災
会

で
の
決
め
事
を
定
め
る
。
③

自
主
防
災
会
で
の
防
災
訓
練

実
施
と
検
証
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
。
ま
た
、
災
害
時
に

は
、
避
難
所
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
主

導
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
今
後
、
令
和
２

年
２
月
に
（
仮
称
）
王
寺
町
防

災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
総

会
を
開
催
し
、
３
月
に
自
治

連
合
会
総
会
で
設
立
の
報
告

を
行
い
、
４
月
か
ら
活
動
を
開

始
し
て
い
た
だ
く
。
住
民
主

体
の
取
組
み
に
よ
る
地
域
の

防
災
力
向
上
を
目
指
し
、
町

も
全
面
的
に
支
援
を
行
う
。

部
長
会
議
で
次
回
開
催
に

向
け
て
の
課
題
を
整
理
し
て

お
り
、
あ
ら
た
め
て
イ
ベ
ン

ト
を
統
括
す
る
チ
ー
ム
の
設

置
は
考
え
て
い
な
い
。

政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

ク
セ
ス
す
る
た
め
の
新
た

な
バ
ス
路
線
を
バ
ス
事
業

者
と
連
携
し
て
整
備
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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　創建時期は定かではないが、延喜式神名帳（西
暦９２７年）にも載っている古い神社です。
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